
１．事業再生・中小企業金融の円滑化

（１）創業・新事業支援機能等の強化

①融資審査態勢の強化等

１ （金沢信用金庫）

進捗状況に対する分析・評価及び今後の課題１７年４月～１８年３月の進捗状況

「進捗状況及び進捗状況に対する分析、評価、今後の課題」

アクションプログラムに基づく個別の取組みの進捗状況（１７年４月～１８年３月）

・業種別担当者２名が「目利き業種別経営支援講
座」を受講修了しました。（１７年９月）

・創業・新事業支援等の強化
　　創業・新事業・経営革新支援制度融資実行
　　　６７件　７５２百万円
　　　　（うち「新進企営」２１件　１６３百万円）
　　内訳
・サービス業　２３件　３１５百万円
・飲　食　業　２２件　２００百万円
・不 動 産 業　 １件　   ４百万円
・卸 小 売 業　１０件　 ８３百万円
・製　造　業　１０件　１４３百万円
・運　輸　業　 １件　   ５百万円

・金沢商工会議所主催の「創業塾」に参加し、融
資先として３先認定しました。（１７年１０月）

・創業・新事業案件会議「サポートデスク委員会」
を１０回開催し、融資先として１５先認定しました。

・創業・新事業のモニタリングを３２先実施しま
した。

・営業店との連携による企業訪問を実施しました。
　　審査担当者　５名　企業訪問合計数　９５先
・営業店統括に「法人担当」を配置しました。
　（１７年４月）
　　法人担当融資開拓実行　２２件　１,０９５百万円
　　内訳
・建　築　業　 ７件　４５９百万円
・製　造　業　 ６件　１６２百万円
・卸 小 売 業　 ５件　４１６百万円
・運　輸　業　 １件　 ２４百万円
・サービス業　 ３件　 ３３百万円

・営業店統括の「法人担当」による実践的な法人
融資開拓の推進スキル等の研修を１７年１０月６
日より１８年２月９日の間、計１７日間、本店営
業部他１０エリアセンター（２４店舗）で渉外担
当者を対象に実施しました。

・審査能力向上のため外部研修の「企業調査講習
会」に、審査担当者２名が参加しました。

　（１７年１０月、１２月）

・創業・新事業支援等の強化
　　創業・新事業・経営革新支援制度融資実行
　　　３３先　４２５百万円
　　　　（うち「新進企営」１１件　１０６百万円）
　　内訳
・サービス業　１４件　２１５百万円
・飲　食　業　１０件　１０７百万円
・卸 小 売 業　 ４件　 ５０百万円
・製　造　業　 ５件　 ５２百万円

・金沢商工会議所主催の「創業塾」に参加し、融資
先として３先認定しました。（１７年１０月）

・創業・新事業案件会議「サポートデスク委員会」
を６回開催し、融資先として１１先認定しました。

・創業・新事業モニタリングを２０先実施しました。
・営業店との連携による企業訪問を実施しました。
　　審査担当者　５名　企業訪問合計数　９５先
・営業店統括「法人担当」融資開拓
　　法人担当融資開拓実行　１２件　２２５百万円
　　内訳
・建　築　業　 ３件　 ５０百万円
・卸 小 売 業　 ２件　 ３９百万円
・製　造　業　 ４件　１０２百万円
・サービス業　 ３件　 ３３百万円

・営業店統括の「法人担当」による実践的な法人融
資開拓の推進スキル等の研修を１７年１０月６日よ
り１８年２月９日の間、計１７日間、本店営業部他
１０エリアセンター（２４店舗）で渉外担当者を対
象に実施しました。

・審査能力向上のため外部研修の「企業調査講習
会」に、審査担当者２名が参加しました。

　（１７年１０月、１２月）

・金沢商工会議所主催の「創業塾」に参加し、事
業創業者のビジネスプランのプレゼンテーショ
ンを通し「目利き」能力を高めるとともに、創
業者支援により地域社会に寄与します。

・創業・新事業案件会議「サポートデスク委員会」
を積極的に開催し、融資判断能力を高めます。

・営業店との連携による企業訪問を下期より実施
し、経営者面談による「目利き」能力の向上を
図ることができました。

・営業店統括の「法人担当」は営業店渉外役席と
帯同訪問し、資金需要の発掘ノウハウのレベル
アップに努めます。

（別紙）
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・「福祉医療機構」と業務提携を行いました。
　（１７年５月）
・石川県信用保証協会主催の「マル保融資と実務
セミナー」に参加しました。（１７年５月）
・「中小企業基盤整備機構」と業務連携を行いま
した。（１７年８月）
・県商工会連合会と「商工貯蓄共済制度に係る改
正」について会合を３回行いました。

　（１７年７月、９月、１０月）
・信金中央金庫主催の「ＳＤＢセミナー」に参加
しました。（１７年５月）
・金沢商工会議所主催の「創業塾」に参加し、融
資先として３先認定しました。（１７年１０月）
・当金庫主催の商談会「きんしんビジネスフェア
２００５」を開催しました。（１７年１０月）
　　於：県産業展示館３号館
　　出展企業・団体　　１３８社
　　フェア参加者　約２,８００名
　　当日商談件数　　１,６８８件
　　成約件数　　　　　１０６件
　　開催後のフォローアップによる成約件数
　　　　　　　　　　　１１２件
・石川県産業創出支援機構主催の「経営セミナー
に」参加しました。（１７年１１月）

・㈱整理回収機構主催の「整理回収機構の機能活
用セミナー」に参加しました。（１８年２月）
・北陸財務局主催の「日中経済融合における企業
戦略セミナー」に参加しました。（１８年２月）

・金沢商工会議所主催の「制度金融と再生支援セ
ミナー」に参加しました。（１８年３月）

・日本ＰＦＩ協会主催のＰＦＩセミナー「民間発案型
のＰＦＩ方式の新たな展開」に参加しました。

　（１８年３月）

②産学官の更なる連携強化等

③地域におけるベンチャー企業向
け業務に係る外部機関等の連携
強化等

２ （金沢信用金庫）

・金沢商工会議所主催の「創業塾」に参加し、融資
先として３先認定しました。（１７年１０月）
・当金庫主催の商談会「きんしんビジネスフェア
２００５」を開催しました。（１７年１０月）
　　於：県産業展示館３号館
　　出展企業・団体　　１３８社
　　フェア参加者　約２,８００名
　　当日商談件数　　１,６８８件
　　成約件数　　　　　１０６件
　　開催後のフォローアップによる成約件数
　　　　　　　　　　　１１２件
・㈱整理回収機構主催の「整理回収機構の機能活用
セミナー」に参加しました。（１８年２月）
・北陸財務局主催の「日中経済融合における企業戦
略セミナー」に参加しました。（１８年２月）
・金沢商工会議所主催の「制度金融と再生支援セミ
ナー」に参加しました。（１８年３月）
・日本ＰＦＩ協会主催のＰＦＩセミナー「民間発案型の
ＰＦＩ方式の新たな展開」に参加しました。
　（１８年３月）

・外部機関との提携を予定どおり実施しました。
今後も連携を密にして積極的に取組みます。

・金沢商工会議所主催の「創業塾」に参加し、事
業創業者のビジネスプランのプレゼンテーショ
ンを通し「目利き」能力を高めるとともに、創
業者支援により地域貢献に寄与します。

・「きんしんビジネスフェア２００５」については
出展企業間の商談、成約等に予想を超える成果
がありました。今後もビジネスマッチングを推
進するために、継続的にフォローアップ、モニ
タリングを行います。また、ビジネスマッチン
グ活動の促進と定着を図るため、北陸地区の１８
信用金庫合同でしんきんビジネスフェア「北陸
ビジネス街道２００６」の開催を予定しています。

・外部機関等の主催するセミナーや交流会に積極
的に参加しました。今後も創業・新事業に係る
セミナーには継続して参加します。

（別紙）

・「北陸ライフケアクラスター研究会（ＨＬＣ）」
の総会に当金庫役員が参加しました。（１７年６月）

・「北陸地区産業クラスターサポート金融会議」
に参加しました。（１７年６月、１８年３月）
・「北陸ライフケアクラスター研究会（ＨＬＣ）」
が当金庫主催「きんしんビジネスフェア２００５」
に出店しました。（１７年１０月）
・北陸ものづくり創生協議会主催の「第一回ビジ
ネスマッチングフェア」に参加しました。

　（１７年１１月）
・北陸ものづくり創生協議会主催の「ライフケア
産業振興セミナー」に参加しました。（１８年１月）

・経済産業省等主催の「北陸地域知的財産戦略セ
ミナー」に参加しました。（１８年３月）

・「北陸ライフケアクラスター研究会（ＨＬＣ）」が
当金庫主催「きんしんビジネスフェア２００５」に
出店しました。（１７年１０月）
・「北陸地区産業クラスターサポート金融会議」に
参加しました。（１８年３月）
・北陸ものづくり創生協議会主催の「第一回ビジネ
スマッチングフェア」に参加しました。（１７年１１月）
・北陸ものづくり創生協議会主催の「ライフケア産
業振興セミナー」に参加しました。（１８年１月）
・経済産業省等主催の「北陸地域知的財産戦略セミ
ナー」に参加しました。（１８年３月）

・「北陸ライフケアクラスター研究会（ＨＬＣ）」
に人材派遣を実施しました。

・ベンチャー企業への融資支援については、新商
品「きんしん産業クラスター計画支援ローン
（仮）」の発売により積極的に対応します。
・各種会議に積極的に参加し、情報の収集と活用
を図ります。
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・中小企業大学校に職員１名を派遣しました。
　（１７年４月）
・中小企業大学校の入学試験を２名が受験しまし
た。（１７年７月）

・北陸地区信用金庫協会主催の「企業ランクアッ
プ講座」、「融資渉外講座」、「企業分析講座」に
各々２名が参加しました。（１７年５月～１０月）
・庫内講師が中小企業再生に関する研修会を開催
しました。（１７年１１月）
・経営改善セミナーを開催し２１名が「経営支援
アドバイザー（当金庫認定）」資格を取得しま
した。（１８年３月）

・新たに３名の職員が中小企業診断士の資格を取
得しました。

・中小企業診断士資格取得のための通信講座を奨
励し２名が受講中です。

（２）取引先企業に対する経営相談・
支援機能の強化

①中小企業に対するコンサルティ
ング機能、情報提供機能の一層
の強化

②中小企業支援スキルの向上を目
的とした取組みの強化

（金沢信用金庫）

・庫内講師が中小企業再生に関する研修会を開催し
ました。（１７年１１月）
・経営改善セミナーを開催し２１名が「経営支援ア
ドバイザー（当金庫認定）」資格を取得しました。
　（１８年３月）
・新たに３名の職員が中小企業診断士の資格を取得
しました。
・中小企業診断士資格取得のための通信講座を奨励
し２名が受講中です。

・経営改善セミナーでは講師による受講者への積
極的な指導を行い、「経営支援アドバイザー（当
金庫認定）」資格取得者総勢６８名を養成し、経
営改善の組織態勢の強化を図りました。

・北陸地区信用金庫協会主催の研修には若手職員
が主に参加し、経営改善支援・「目利き」能力
向上に努めました。

・中小企業診断士試験1次合格者に対しては、中
小企業大学校入学試験受験を奨励します。

（別紙）

・支店長、渉外代理を対象としたビジネスマッチ
ングコーディネーター研修会を実施しました。

　（１７年６月）
・「中小企業基盤整備機構」と業務連携を行いま
した。（１７年８月）
・当金庫主催の商談会「きんしんビジネスフェア
２００５」を開催しました。（１７年１０月）
　　於：県産業展示館３号館
　　出展企業・団体　　１３８社
　　フェア参加者　約２,８００名
　　当日商談件数　　１,６８８件
　　成約件数　　　　　１０６件
　　開催後のフォローアップによる成約件数
　　　　　　　　　　　１１２件
・「Ｍ＆Ａセミナー」を開催しました。（１７年１０月）
　講師：信金キャピタル㈱

・「東京ビジネスサミット」に３社合同出展しま
した。（１７年１０月）

・中小企業基盤整備機構と連携し、セミナーを開
催しました。（１８年２月）

　　テーマ：「温泉旅館商店街活性化セミナー」
　中小企業基盤整備機構、当金庫片山津支店、
片山津商工振興会の３者連携

　参加人数　５４名

・当金庫主催の商談会「きんしんビジネスフェア
２００５」を開催しました。（１７年１０月）
　　於：県産業展示館３号館
　　出展企業・団体　　１３８社
　　フェア参加者　約２,８００名
　　当日商談件数　　１,６８８件
　　成約件数　　　　　１０６件
　　開催後のフォローアップによる成約件数
　　　　　　　　　　　１１２件
・「Ｍ＆Ａセミナー」を開催しました。（１７年１０月）
　講師：信金キャピタル㈱
・「東京ビジネスサミット」に３社合同出展しまし
た。（１７年１１月）
・中小企業基盤整備機構と連携し、セミナーを開催
しました。（１８年２月）
　　テーマ：「温泉旅館商店街活性化セミナー」
　中小企業基盤整備機構、当金庫片山津支店、片
山津商工振興会の３者連携
　参加人数　５４名

・「きんしんビジネスフェア２００５」については
出展企業間の商談、成約等に予想を超える成果
がありました。今後もビジネスマッチングを推
進するために、継続的にフォローアップ、モニ
タリングを行います。また、ビジネスマッチン
グ活動の促進と定着を図るため、北陸地区の
１８信用金庫合同でしんきんビジネスフェア「北
陸ビジネス街道２００６」の開催を予定しています。

・中小企業基盤整備機構との業務連携では、片山
津温泉で「地域おこし活動の勉強会」を立ち上
げ、継続的に参加します。中小企業基盤整備機
構の「商店街活性化シニアアドバイザー派遣制
度」を活用し、活性化に積極的に取組んでいま
す。

３
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③要注意先債権等の健全債権化等
に向けた取組みの強化及び実績
の公表等

４ （金沢信用金庫）

（別紙）

・経営支援室に中小企業診断士（金庫内）を２名
配置し、改善指導の強化を図りました。

・企業支援先を１３９先認定しました。うち７７先の
経営改善計画書を策定し、指導した結果１４先
の債務者区分がランクアップしました。（改善
率　１０％）
・企業再生委員会において、決算期を迎えた企業
支援先の予算実績管理の検証を３３先実施し、
うち８先については再策定を指示しました。

・企業支援先に本部と営業店担当者が連携して訪
問、経営者と直接面談を行い、経営実態の把握
やモニタリング指導を実施しました。（２８先訪問）

・経営支援室に中小企業診断士（金庫内）を１名増
員しました。（１８年３月）
・企業支援先の経営改善計画書を２７先策定しました。
・企業再生委員会で予算実績管理の検証を１１先実
施し、うち５先については再策定を指示しました。
・企業支援先に本部と営業店担当者が連携して訪問、
経営者と直接面談を行い経営実態の把握やモニタ
リング指導を実施しました。（１８先訪問）

・中小企業診断士（金庫内）を配置し、経営実態
の把握やより精緻な経営改善計画書の策定、モ
ニタリングの指導強化を図りました。

・経営支援室担当者と営業店長の帯同訪問により
経営者と面談し、実態把握とキャッシュフロー
を中心とした財務内容の改善を図り、債務者区
分のランクアップに努めました。

・企業再生委員会では、企業支援先の進捗状況管
理表に基づき専門的なモニタリングを行い、営
業店に具体的な指導・支援を行いました。

・経営改善計画書の早期策定にあたっては、経営
支援室・営業店一体となって経営者の意識改革
と理解を求め、策定のサポート・指導を継続し
て行います。

進捗状況に対する分析・評価及び今後の課題１７年４月～１８年３月の進捗状況項　　　　目 １７年１０月～１８年３月の進捗状況

（３）事業再生に向けた積極的取組み

①事業再生の早期着手に向けた取
組みの促進及び多様な事業再生
手法の一層の活用

・㈱整理回収機構、中小企業金融公庫、信金中央
金庫から講師を招き、研修会を開催しました。

　（１７年１０月）

・同　左 ・ＤＤＳの実務知識習得のために営業店長、本部
融資担当者を対象とした研修会を開催しました。
・事業再生ファンドについては、再生手法の多様
化の見地から外部機関との業務提携を検討します。

・ＲＣＣ債権の肩代り融資の実績は１０件で、うち
中小企業再生支援協議会等と連携した先は４件
でした。

　　融資実績　１０件　５７０百万円
　　うち、中小企業金融公庫との協調融資
　　（加賀温泉の再生案件）
　　　　　　　１件　２７５百万円
　　うち、国民生活金融公庫との協調融資
　　　　　　　１件　  １９百万円
・中小企業基盤整備機構との連携交流（説明会）
を実施しました。（１７年８月）
・㈱整理回収機構、中小企業金融公庫、信金中央
金庫から講師を招き、研修会を開催しました。

　（１７年８月）
・外部の経営コンサルタントを招き経営改善の手
法等、経営改善セミナーを開催しました。

　（１７年１０月・１２月、１８年２月）
・中小企業基盤整備機構、当金庫片山津支店、片
山津商工振興会と３者連携により「温泉旅館商
店街活性化セミナー」を開催しました。

　（１８年２月）
　参加人数　５４名

②外部機関の事業再生機能の一層
の活用及び金融実務に係る専門
的人材・ノウハウの活用

・ＲＣＣ債権の肩代り融資の実績は６件で、うち国
民生活金融公庫と連携した先は１件でした。
　　融資実績　６件　１５２百万円
　　うち、国民生活金融公庫との協調融資
　　　　　　　１件　  １９百万円
・外部の経営コンサルタントを招き経営改善の手法
等、経営改善セミナーを開催しました。
　（１７年１２月、１８年２月）
・中小企業基盤整備機構、当金庫片山津支店、片山
津商工振興会と３者連携により「温泉旅館商店街
活性化セミナー」を開催しました。（１８年２月）
　参加人数　５４名

・中小企業再生支援協議会との連携強化について
は当金庫紹介による再生案件の実績もあり、今
後も連携を密にして積極的に活用していきます。

・ＲＣＣ債権譲渡先の肩代りは１０件の実績で、う
ち１件は加賀温泉旅館への取組みでした。今後
も再生可能と判断される先については、外部機
関と連携し積極的に対応していきます。

・外部経営コンサルタント等による、金融実務、
経営改善手法等の研修会を継続し、「目利き」
能力の向上を図ります。

・業務連携した中小企業基盤整備機構の専門家を
招き、お客様を含めて金融実務の研修会を継続
開催します。



③再生企業に対する支援融資の拡
充

５ （金沢信用金庫）

（別紙）

・ＤＩＰファイナンス、エグジットファイナンスの
導入にむけて、知識習得に努めています。

・同　左 ・外部機関から要請があれば、積極的に対応しま
す。

・外部研修には今後も積極的に参加します。

進捗状況に対する分析・評価及び今後の課題１７年４月～１８年３月の進捗状況項　　　　目 １７年１０月～１８年３月の進捗状況

（４）担保・保証に過度に依存しない
融資の推進等

①担保・保証に過度に依存しない
融資の推進

・創業・新事業支援商品「新進企営」
　　実績　  ２１件　　１６４百万円
・第三者保証なしの「サポートファンド保証」
　　実績　１２８件　１,９５９百万円
・保証極度額（新保証制度）の設定基準について
研修会を開催しました。（１７年６月、１１月）

・創業・新事業支援商品「新進企営」
　　実績　１１件　　１０７百万円
・第三者保証なしの「サポートファンド保証」
　　実績　９２件　１,４２７百万円
・保証極度額（新保証制度）設定基準の適正な運用
を目的とした研修会を開催しました。（１７年１１月）

・「新進企営」は今後も創業・新事業へのアドバ
イス・相談等のマインドを高め、一層の推進を
図っていきます。
・第三者保証なしの「サポートファンド保証」を
継続して推進します。
・新保証制度の主旨、保証極度額の設定基準等に
ついて適正な運用の指導を継続していきます。
・一般事業融資に財務制限条項を適用するには、
運用、システム対応等に課題があり、導入に向
けて検討を継続していきます。

②中小企業の資金調達手法の多様
化等

・売掛債権担保貸付融資
　　実績　１２件　１１０百万円
　　（獲得実行額　３７件　５７３百万円）
・私募債
　　実績　１件　１００百万円
・きんしん北陸税理士会提携ローン
　　実績　４件　 ３４百万円
・ＴＫＣ経営者ローン
　　実績　４件　 ２４百万円
・シンジケートローン
　　実績　２件　２２３百万円
・協調融資
　　実績　２件　３９０百万円

・売掛債権担保貸付融資
　　実績　１０件　１０３百万円
　　（獲得実行額　１８件　２５２百万円）
・私募債
　　実績　１件　１００百万円
・きんしん北陸税理士会提携ローン
　　実績　２件　 １４百万円
・ＴＫＣ経営者ローン
　　実績　１件　 １百万円
・シンジケートローン
　　実績　２件　２２３百万円
・協調融資
　　実績　２件　３９０百万円

・売掛債権担保貸付融資制度の推進については、
目標を上回る実績であり、今後も継続的に取組
みます。
・私募債の推進については、利用促進に取組みま
したが低調な実績でした。適債要件の拡大によ
り対象企業先も増加し、提案力等の強化を図り
積極的に取組む方針です。
・「きんしん北陸税理士会提携ローン」「ＴＫＣ経
営者ローン」の推進については第三者保証人を
必要としない融資制度として積極的に取組みま
す。
・シンジケートローンについては２件の実績で、
今後も他金融機関と連携し積極的に取組みます。

④再生支援実績に関する情報開示
の拡充、再生ノウハウ共有化の
一層の活用

・融資実務担当者に対して企業再生事例を紹介す
る研修会を開催しました。（１７年６月）
・㈱整理回収機構、中小企業金融公庫、信金中央
金庫から講師を招き、事業再生手法の研修会を
開催しました。（１７年１０月）
・融資実務担当者に対して、再生支援に向けた改
善計画書作成手順の説明と企業再生の成功事例
を紹介する研修会を開催しました。（１７年１１月）

・㈱整理回収機構、中小企業金融公庫、信金中央金
庫から講師を招き、事業再生手法の研修会を開催
しました。（１７年１０月）
・融資実務担当者に対して、再生支援に向けた改善
計画書作成手順の説明と企業再生の成功事例を紹
介する研修会を開催しました。（１７年１１月）

・営業店長や融資実務担当者等に対し、総合的な
企業再生等の研修会を開催しました。
・外部講師を招き、「企業再生業務・ＲＣＣの活用」
「ＣＬＯ」「ＤＥＳ」「ＤＤＳ」について、営業店長、
本部融資担当者を対象とした研修会を開催し、
レベルアップを図りました。
・成功事例を収集し活用する事により、融資実務
担当者のスキルアップに努めていきます。また
蓄積したデータの中から特色ある成功事例を
ホームページに開示する予定です。



（金沢信用金庫）

（別紙）

（お客様への説明態勢の整備）
・「与信取引の説明事項のチェック表」を改訂し、
「説明者と異なる者が事前にチェックする項目」
や「説明をした日時や状況を記入する欄」を作
るなど相互牽制機能を整え、不適切な取扱いを
防止することとしました。（１８年３月）

（苦情案件等の処理について）
・受付けた苦情案件等については、発生要因を分
析し、「不祥事件対策委員会」「事務リスク委
員会」等で未然防止、再発防止策を検討しまし
た｡

・苦情案件等の再発防止に向けた取組みについて
は、営業店の臨店指導やコンプライアンス研修
会を開催しました｡

・コンプライアンス担当責任者研修、コンプライ
アンス・オフィサー研修を４回開催しました。

　（１７年５月、９月、１０月、１８年３月）
・「ご意見箱」「目やす封書」を全営業店に設置し、
お客様の幅広いご意見を業務に適切に反映させ
ています｡

・「地域金融円滑化会議」に出席しました。
　（１７年９月、１８年２月）
　第９回、第１０回　議題「各業界団体から寄せ
られた苦情・相談等実例の分析対応・処理状況
等の報告」

・全部店に法令遵守態勢の強化策や再発防止策の
実施状況を知らせるため、「コンプライアンス
便り」を発行しました。（１８年２月）

（お客様への説明態勢の整備）
・「与信取引の説明事項のチェック表」を改訂し、
「説明者と異なる者が事前にチェックする項目」
や「説明をした日時や状況を記入する欄」を作る
など相互牽制機能を整え、不適切な取扱いを防止
することとしました。（１８年３月）

（苦情案件等の処理について）
・コンプライアンス担当責任者研修、コンプライア
ンス・オフィサー研修を２回開催しました。
　（１７年１０月、１８年３月）
・「地域金融円滑化会議」に出席しました。
　（１８年２月）
　第１０回　議題「各業界団体から寄せられた苦情・
相談等実例の分析、対応・処理状況等の報告」
・全部店に法令遵守態勢の強化策や再発防止策の実
施状況を知らせるため、「コンプライアンス便り」
を発行しました。（１８年２月）

（お客様への説明態勢の整備） 
・当金庫では、お客様に契約書（約定書）を署名
頂く場合は、原則、面前でご本人の確認、保証
意思の確認、契約のご説明をしたうえで、署名
捺印を頂いています。その際、説明漏れが無い
ように「チェック表」を活用して、不適切な取
扱いを防ぐように努めています。 

・今後、お客様が契約書の「重要な項目」が一目
で分るような「重要事項の説明書」の作成や個
別契約書のない「手形割引」や「手形貸付」に
ついて、契約条件を記載した書面をお渡しする
事を予定しています。 

（苦情案件等の処理について） 
・全部店に苦情案件等の発生事例を開示し、再発
防止のための「コンプライアンス便り」を１８
年度上期以降定期的に発行するように準備を進
めています｡ 

・コンプライアンス担当責任者研修、コンプライ
アンス・オフィサー研修を定期的に開催して苦
情事例の開示を行い、職員の問題意識や対応能
力を高め再発防止を図っています。 

進捗状況に対する分析・評価及び今後の課題１７年４月～１８年３月の進捗状況項　　　　目 １７年１０月～１８年３月の進捗状況
（５）顧客への説明態勢の整備、相談

苦情処理機能の強化

（６）人材の育成 ・庫内講師が中小企業再生に関する研修会を開催し
ました。（１７年１１月）
・経営改善セミナーを開催し２１名が「経営支援ア
ドバイザー（当金庫認定）」資格を取得しました。
　（１８年３月）
・新たに３名の職員が中小企業診断士の資格を取得
しました。
・中小企業診断士資格取得のための通信講座を２名
が受講中です。

・北陸地区信用金庫協会主催の「企業ランクアッ
プ講座」、「融資渉外講座」、「企業分析講座」
に各々２名が参加しました。（１７年５月～１０月）
・中小企業大学校の入学試験に２名受験しました。
　（１７年７月）
・庫内講師が中小企業再生に関する研修会を開催
しました。（１７年１１月）
・経営改善セミナーを開催し２１名が「経営支援
アドバイザー（当金庫認定）」資格を取得しま
した。（１８年３月）

・新たに３名の職員が中小企業診断士の資格を取
得しました。

・中小企業診断士資格取得のための通信講座を２
名が受講中です。

・来年度の自己啓発ガイドの内容を見直し、企業
支援能力向上に繋がる講座の充実を検討します。

・経営改善セミナーでは講師による受講者への積
極的な指導を行い、「経営支援アドバイザー（当
金庫認定）」資格取得者総勢６８名を養成し、経
営改善の組織態勢の強化を図りました。

・北陸地区信用金庫協会主催の研修には若手職員
が主に参加し、経営改善支援・「目利き」能力
向上に努めました。

・中小企業診断士試験１次合格者に対しては、中
小企業大学校入学試験受験を斡旋します。

６



２．経営力の強化

（１）リスク管理態勢の充実

（２）収益管理態勢の整備と収益力の
向上

７ （金沢信用金庫）

進捗状況に対する分析・評価及び今後の課題１７年４月～１８年３月の進捗状況

（信用リスク管理）
・大口先の与信ポ－トフォリオの分析の項目及び
書式を定め、解析を行いました。また、大口先
だけではなく当金庫の与信全体に対するポ－ト
フォリオの分析も行い、大口与信先のポ－トフォ
リオの分析は年２回（４月、１０月）、与信全体
に対するポ－トフォリオの分析は年４回（４月、
７月、１０月、１月）常務会に報告しました。

（市場リスク管理）
・金利リスク及び価格変動リスク等の市場関連主
要リスクに係る「市場関連リスク主要指標推移
表」を作成して、これらを一元的に管理し、市
場リスク委員会で検証を行っています。

（オペレ－ショナルリスク管理）
・事務リスク委員会にオペレ－ショナルリスクの
概要を説明しました。損失デ－タを収集・蓄積
するために直接損失と間接損失に分類し、さら
に間接損失を対応費用と機会損失に分類して計
測が可能かを検討しています。

（統合リスク管理）
・信用リスク及び市場関連リスクはＶａＲで、オペ
レ－ショナルリスクは新ＢＩＳ基準の基礎的指標
手法でそれぞれリスク限度額を算出するととも
に、１８年度の統合リスク管理の導入に向け、
リスク資本の配賦方法及びストレステストにつ
いて検討を行いました。

（バ－ゼルⅡ）
・標準的手法で１７年３月期の信用リスクアセッ
ト額を算出し、自己資本比率に及ぼす影響を検
証しました。

・蓄積した倒産確率データを整理・分析し、リス
ク管理、収益管理に活用する準備を行っていま
す。

・１８年度導入に向け、「リスク調整後収益管理シ
ステム」の設計・開発を行っています。

・経営改善計画書等の活用によりお客様への指導・
支援を強化した結果、１４件のランクアップが
ありました。

・信用格付の区分を見直し企業格付制度の再構築
を行いました。

（信用リスク管理）
・大口与信先のポ－トフォリオの分析は下期１回、
与信全体のポ－トフォリオの分析は下期２回常務
会に報告しました。

（オペレ－ショナルリスク管理）
・損失データを収集する際には直接損失と間接損失
に分類し、さらに間接損失を対応費用と機会損失
に分類して計測が可能かを検討しています。

（統合リスク管理）
・１８年度の統合リスク管理の導入に向け、リスク
資本の配賦方法及びストレステストについて検討
を行いました。

（バ－ゼルⅡ）
・標準的手法で１７年３月期の信用リスクアセット
額を算出し、自己資本比率に及ぼす影響を検証し
ました。

・信用リスク管理は１８年度以降、「内部格付制度
に基づく信用リスク管理の高度化」に向け取組
みます。

・統合リスク管理は１７年度は試行の段階でしたが、
１８年度には導入を目指します。

・信用格付の区分を見直し企業格付制度の再構築を
行いました。

・業種別、格付別、地区別等のセグメント毎に「リ
スク調整後収益」を分析し、収益管理の充実を
図ります。またシステムの仕様書作成や営業店
指導を実施・徹底することも課題です。

・企業格付の細分化をベースに、企業格付と自己
査定との整合性を高めていきます。

（別紙）

項　　　　目 １７年１０月～１８年３月の進捗状況



・１８年３月期における半期情報を、１１月に店頭
及びホームページにて開示しました。

（３）ガバナンスの強化

①総代会の機能強化に向けた取組
み

②半期の開示

（金沢信用金庫）

・同　左 ・１７年度に係る半期情報開示に貸出金業種別内
訳を開示しました。１８年度に係る半期情報開
示は、さらに分かりやすくかつ内容をより充実
します。

・「財務諸表に係る情報開示要領」を作成しまし
た。（１８年３月）

・担当各部の作業フロー表、チェックリスト、及
び確認書を作成しました。（１８年３月）
・内部監査を実施し、財務諸表の適正性を監査し
ています。

③財務内容の適正性の確認 ・「財務諸表に係る情報開示要領」を作成しました。
　（１８年３月）
・担当各部の作業フロー表、チェックリスト、及び
確認書を作成しました。（１８年３月）
・内部監査を実施し、財務諸表の適正性を監査して
います。

・担当各部での検証能力の向上を図り、適切かつ
速やかな検証を実施します。

・確認事項の重点化を図り、明確な検証態勢を構
築します。

・財務諸表の作成に留まらず、各種報告、外部提
出書類等にも同様の検証態勢を構築し、内部監
査の有効性を図ります。

（別紙）

・総代氏名のディスクロージャー誌への開示にあ
たり、個人情報保護法に留意し「利用目的の同
意書」の徴求を行いました。（全総代１６３名より
徴求）

・「会社法施行に伴う関係法律の整備等に関する
法律（会社法等）」の施行を踏まえて４月に１７
年度決算に係る通常総代会の招集手続きを開始
し、会社法施行前の信用金庫法に基づいて１８
年度通常総代会を開催することにします。

・「会社法施行に伴う関係法律の整備等に関する法
律（会社法等）」の施行を踏まえて４月に１７年度
決算に係る通常総代会の招集手続きを開始し、会
社法施行前の信用金庫法に基づいて１８年度通常
総代会を開催することにします。

・「利用目的の同意書」の主旨について総代にご
理解を頂き、当初の計画通り実施しました。

・「会社法施行に伴う関係法律の整備等に関する
法律（会社法等）」の施行に伴う信用金庫法の
一部改正により、「書面による議決権行使」、「電
磁的方法による議決権行使」、「総会招集の手
続きの変更」、「監事の任期変更」等の検討が
今後の課題です。

８
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（４）法令遵守（コンプライアンス）
態勢の強化

①営業店に対する法令等遵守状況
の点検強化等

（金沢信用金庫）

（別紙）

・「コンプライアンス等小委員会」を３回開催し
ました。（１７年４月、７月、１０月）
・代表役員３名が年間で２回全営業店を訪問し、
直接職員と意見交換を行い、コンプライアンス
に関する認識を高めるための指導を行いました。

・ＡＣＯ（アシスタントコンプライアンスオフィ
サー）・ＳＣＯ（シニアコンプライアンスオフィ
サー）の資格取得と人材育成について

　　取得実績
　　　１７年度上期　ＳＣＯ１５名
　　　　　　　　　ＡＣＯ１０名　合計２５名取得
　　　１７年度下期　ＳＣＯ１２名
　　　　　　　　　ＡＣＯ１４名　合計２６名取得
・コンプライアンス担当責任者研修、コンプライ
アンス・オフィサー研修を４回開催しました。

　（１７年５月、９月、１０月、１８年３月）
・コンプライアンスに関する臨店指導を年２回行
い、研修の実施状況、「情報・相談ごと連絡票
（事務ミスを含む）」の運用状況等の検証と指
導を行いました。

・「心の問題」のケア対策については、当金庫職
員と外部委託した「産業カウンセラー」２名で
全営業店を一巡し、個人面接によるカウンセリ
ングを実施しました。

　（１７年６月～９月）
・各部署毎に「コンプライアンス・マニュアル」
を策定しました。（１７年６月）
・「指定休暇時の業務監査」については立会人を
設け、厳格に実施しています。

・コンプライアンス態勢強化のために外部コンサ
ルタントを導入し、役職員の意識・風土・組織
などのチェックを実施しました。

　（１８年１月～３月）
・１８年４月１日施行の「公益通報者保護法」に
対応し、「内部通報制度規程」を策定しました。
（１８年３月）

・「コンプライアンス等小委員会」を開催しコンプ
ライアンスに関する具体的な問題について検討し
ました。（１７年１０月）
・代表役員３名が下期にも全営業店を訪問し、直接
職員と意見交換を行い、コンプライアンスに関す
る認識を高めるための指導を行いました｡
・ＡＣＯ（アシスタントコンプライアンスオフィサー）
　・ＳＣＯ（シニアコンプライアンスオフィサー）の
資格取得と人材育成について
　　取得実績
　　　１７年度下期　ＳＣＯ１２名
　　　　　　　　　ＡＣＯ１４名　合計２６名取得
・コンプライアンス担当責任者研修、コンプライア
ンス・オフィサー研修を２回開催しました。
　（１７年１０月、１８年３月）
・今年度２回目のコンプライアンスに関する臨店指
導を行い、研修の実施状況、「情報・相談ごと連
絡票（事務ミスを含む）」の運用状況等の検証と
指導を行いました。（１８年２月～３月）

・「指定休暇時の業務監査」については立会人を設
け、厳格に実施しています。
・コンプライアンス態勢強化のために外部コンサル
タントを導入し、役職員の意識・風土・組織など
のチェックを実施しました。（１８年１月～３月）
・１８年４月１日施行の「公益通報者保護法」に対
応し、「内部通報制度規程」を策定しました。
　（１８年３月）

・「コンプライアンス等小委員会」３回開催し、
具体的な問題について検討しました。引き続き
本委員会を活用していきます｡

・代表役員の営業店訪問によって、代表役員と職
員の一体感とコンプライアンスに対する意識が
高まりました。今後も継続して実施します。

・コンプライアンス担当責任者研修、コンプライ
アンス・オフィサー研修では、苦情事例の開示
を行い職員の問題意識や対応能力を高め再発防
止を図りました。

・コンプライアンスに関する臨店指導については、
引き続き実態を把握し効果的な指導を実施する
計画です。

・各部署毎の「コンプライアンス・マニュアル」
の内容の検証と指導を行い、各業務についての
監査やリーガルチェック機能の充実を図ってい
きます｡

・外部コンサルタントによる役職員の意識・風土・
組織などのチェックの実施結果報告をもとに、
金庫のコンプライアンス態勢の改善と強化に取
組んでいます。

・１８年４月１日施行の「公益通報者保護法」に
対応し、通報者の保護、法令違反・不正行為に
よる不祥事件の早期発見と防止等を目的に「内
部通報制度規程」を制定し、その内容について
も全職員に説明会を実施し浸透を図ります。

９
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②適切な顧客情報の管理・取扱い
の確保

（金沢信用金庫）

（別紙）

・個人情報管理台帳を全部店で作成しました。
・個人情報管理態勢に係る一斉点検を実施しまし
た。

・「個人情報監査チェックシ－ト」を作成し、こ
れを基に個人情報管理態勢に係る監査を総合監
査の一環として実施しました。

・私物カバンの執務スペ－ス内への持込を禁止し
ました。

・カメラ付携帯電話の執務スペ－ス内での使用を
禁止しました。

・携帯電話へのお客様情報の登録を原則禁止しま
した。

・個人情報に係る事務取扱いの「Ｑ＆Ａ」を作成
し、各部店で常時閲覧可能なものにしました。

・パソコンのアクセスログの管理・分析を毎月行っ
ています。

・外部へ発信するメ－ルはすべて本部にて集中監
視を行っています。

・全職員（パ－ト・契約・派遣職員含）を対象に
個人情報保護研修を実施しました。（１７年１１月）
・文書保存規定を全面的に見直し、個人情報保護
を盛り込んだ「文書取扱規定」を整備しました。
（１８年１月）
・ＦＡＸ誤送信防止のためのシステム機器を決定
しました。１８年６月までには同システムの稼
動が可能となります。

・個人デ－タ（ＢＯ：ビジネスオブジェクト）へ
のアクセスにはパスワ－ド入力を必須とし、同
パスワ－ドは部店長管理としました。

・暗号化した専用フォルダを設置し、パソコン上
の個人情報を含むファイルを同フォルダに保管
しました。

・業務委託先について個人情報管理態勢の再調査
を行い、安全管理態勢の確認を行いました。

　（１８年１月～３月）

・全職員（パ－ト・契約・派遣職員含）を対象に個
人情報保護研修を実施しました。（１７年１１月）
・文書保存規定を全面的に見直し、個人情報保護を
盛り込んだ「文書取扱規定」を整備しました。
　（１８年１月）
・ＦＡＸ誤送信防止のためのシステム機器を決定し
ました。１８年６月までには同システムの稼動が
可能となります。
・個人デ－タ（ＢＯ：ビジネスオブジェクト）への
アクセスにはパスワ－ド入力を必須とし、同パス
ワ－ドは部店長管理としました。
・暗号化した専用フォルダを設置し、パソコン上の
個人情報を含むファイルを同フォルダに保管しま
した。
・業務委託先について個人情報管理態勢の再調査を
行い、安全管理態勢の確認を行いました。
　（１８年１月～３月）

・個人情報保護に係る安全管理態勢は概ね整備さ
れたと思われますが、今後も不十分な点の改善
や全職員に対する継続的な教育・研修を通じて
漏洩事故防止と個人情報管理態勢の強化に努め
ます。

１０
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（金沢信用金庫）

（別紙）

（次期システムの導入）
１８年５月８日の稼動日を９月１９日に延期するこ
とにしました。
・オンラインプログラムは１７年９月に要件定義
がほぼ終了しました。

　１７年７月から打ち込みテスト及び結合テスト
が始まり、９月から当金庫側での端末検証を実
施していますが、稼動後の万全の態勢を期すた
め、当初稼動予定日を延期して更なる検証を続
けることにしました。

・１７年９月に還元帳票の確認レビューを終了し
ましたが、オンラインプログラムの検証の遅れ
により、資料の出力が遅延しています。

・１７年８月より口座振替のテストを実施しました。
全委託者テストの完了に向け、スケジュールど
おり推進しています。

・１７年６月よりデータベース移行のテストを実
施しています。

・端末研修は担当者別に集合研修を実施していま
す。

（渉外支援システムの更改）
・１７年６月から一般渉外係向けに携帯情報端末
を５店舗に展開し、試行しました。

　１７年７月下旬から９月上旬にかけて全店に携
帯情報端末を順次展開し、１０月より本格稼動
しました。

（通信回線の速度アップとバックアップ回線敷設）
・次期システムを踏まえ、勘定系回線と情報系回
線の統合に向け１７年１２月までに現行の情報系
回線を広域イーサーネットに切替えました。１８
年４月までにバックアップ回線の敷設を完了し
ました。

（情報系サーバの更改）
・１８年２月に新しいサーバを導入し、ソフトのバー
ジョンアップに伴うテストを重ねております。

（次期システムの導入）
１８年５月８日の稼動日を９月１９日に延期すること
にしました。
・１７年９月からオンラインプログラムの当金庫側
での端末検証を実施していますが、稼動後の万全
の態勢を期すため、当初稼動予定日を延期して更
なる検証を続けることにしました。
・１７年９月に還元帳票の確認レビューを終了しま
したが、オンラインプログラムの検証の遅れによ
り、資料の出力が遅延しています。
・全委託者テストの完了に向け、スケジュールどお
り推進しています。
・データベース移行のテストを実施しています。
・端末研修は担当者別に集合研修を実施しています。
（通信回線の速度アップとバックアップ回線敷設）
・次期システムを踏まえ、勘定系回線と情報系回線
の統合に向け１７年１２月までに現行の情報系回線
を広域イーサーネットに切替えました。
　１８年４月までにバックアップ回線の敷設を完了
しました。

（情報系サーバの更改）
・１８年２月に新しいサーバを導入し、ソフトのバー
ジョンアップに伴うテストを重ねております。

（次期システム導入）
・次期システムの移行については万全を期してお
り、品質の向上を目指して人員増強とサポート
の強化を図っています。本部各部ではリスク回
避に向け、監督指針に沿った検証体制を見直し
ています。

・端末操作要領及び事務取扱要領を作成し、端末
操作や事務面のレベルアップを図っています。
また、共同アウトソーシングのコスト削減のメ
リットが十分に発揮できるよう提携信用金庫と
協議を重ねています。

　今後、集合研修を継続するとともに営業店での
分散研修も追加して、端末操作や事務面でのレ
ベルアップを図っていきます。

（通信回線の速度アップとバックアップ回線敷設）
・次期システムの導入時に勘定系回線を広域イー
サーネットに切替えていきます。

（情報系サーバの更改）
・新サーバへの切替えと試行を進めていきます。
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（５）ＩＴの戦略的活用

（６）協同組織中央機関の機能強化 ・信金中央金庫の「経営効率分析」を受けて、自己
資本、資産内容、経営基盤の内容を、全国（規模
別）及び北陸地区の指標との対比により分析を行
いました。（１７年１０月）
・信金中央金庫の「ポートフォリオ分析」について、
代表役員等を交えた意見交換会を実施しました。
　（１７年１１月）

・信金中央金庫の「経営効率分析」を受けて、自
己資本、資産内容、経営基盤の内容を、全国（規
模別）及び北陸地区の指標との対比により分析
を行いました。（１７年１０月）
・信金中央金庫の「ポートフォリオ分析」につい
て、代表役員等を交えた意見交換会を実施しま
した。（１７年１１月）

・今後も信金中央金庫の情報を有効に活用し、幅
広い分野で連携を図っていきます。

１１



３．地域の利用者の利便性向上

（１）地域貢献等に関する情報開示

（２）地域の利用者の満足度を重視し
た金融機関経営の確立

①地域貢献に関する情報開示

１２ （金沢信用金庫）

進捗状況に対する分析・評価及び今後の課題１７年４月～１８年３月の進捗状況

・ＩＳＯ認証取得と「賑わい回廊ミュージアムきん
しん」についてディスクロージャー誌に掲載し
ました。（１７年８月）

・ＩＳＯ認証取得の仲介業務等の内容をホームペー
ジに開示しました。（１７年１１月）

・「きんしんＩＳＯ認証取得支援ローン」の内容を
ホームページに開示しました。（１８年１月）
・「エコ住宅」ローンの内容をホームページに開
示しました。（１８年１月）

・ＩＳＯ認証取得の仲介業務等の内容をホームページ
に開示しました。（１７年１１月）

・「きんしんＩＳＯ認証取得支援ローン」の内容を
ホームページに開示しました。（１８年１月）

・「エコ住宅」ローンの内容をホームページに開示
しました。（１８年１月）

・ホームページに「環境方針」として融資商品の
開発等の基本方針を公表し、それに沿った融資
商品等のサービス提供ができました。

・企業の社会的責任も踏まえ、地域貢献等に関す
る情報開示を積極的に開示します。

・「ご意見箱」「目やす封書」に寄せられたご意
見を職員に開示しました。（１７年５月）
・「お客様満足度に関するアンケート調査」を実
施しました。

　　①調査実施日　平成１８年２月１０日～２４日
　　②調査対象者　当金庫とお取引のあるお客様
　　　　　　　　約４,７００名（無作為抽出）
　　③調 査 方 法　郵送及びＥメール
　　④回　答　数　７８１件
　　　　　　　　　（有効回答者の回収率 約１７％）
　⑤調査委託業者　㈱ベンチャー・リンク
　　　　　　　　　（東証１部上場）

・「お客様満足度に関するアンケート調査」を実施
しました。

　　①調査実施日　平成１８年２月１０日～２４日
　　②調査対象者　当金庫とお取引のあるお客様　
　　　　　　　　約４,７００名（無作為抽出）

　　③調 査 方 法　郵送及びＥメール
　　④回　答　数　７８１件
　　　　　　　　　（有効回答者の回収率　約１７％）
　⑤調査委託業者　㈱ベンチャー・リンク
　　　　　　　　　（東証１部上場）

・毎月「ご意見箱」「目やす封書」に寄せられた
ご意見を職員に開示し、業務改善に取組んでい
ます。

・「お客様満足度に関するアンケート調査」の結
果を分析し、ホームページに開示してお客様の
ご意見をより経営に反映させる仕組みを構築し
ます。

②充実した分かりやすい情報開示
の推進

・環境方針等、環境保全に関する金融サービスの
提供をホームページに開示しました。

　（１７年５月）
・地域貢献活動の内容をミニディスクロージャー
誌に開示しました。（１７年６月）

・環境に関する基本理念、基本方針を「環境方針」
として公表しています。

・地域貢献に関する開示についてはミニディスク
ロージャー誌にリレーションシップバンキング
の取組みの概要を掲載しました。

（別紙）

項　　　　目 １７年１０月～１８年３月の進捗状況



（金沢信用金庫）

（別紙）

・商工（会）会議所等との提携ローン取扱いにつ
いては以下の通り実施しました。

　　１７年７月取扱開始
　　　金沢商工会議所提携ローン
　　　白山商工会議所提携ローン
　　　小松商工会議所提携ローン
　　　加賀商工会議所提携ローン
　　１７年８月取扱開始
　　　砺波商工会議所提携ローン
　　　石川県商工会連合会提携ローン
　　１７年９月取扱開始
　　　富山県商工会連合会提携ローン
・「石川県産業革新戦略」についての認識高揚に
ついての研修会を開催しました。

　　演題　『石川県産業革新戦略
　　　　　　　石川県地域経済圏構想
　　　　　　～内なる高度集積と外への飛躍的展開～』
　講師　石川県商工労働部

・石川県産業創出支援機構主催の「石川県産学連
携コーディネート協議会」へオブザーバーとし
て参加しました。（１７年７月、１１月）
・中部経済産業局等主催の「北陸地域新連携事業
意見交換会」へ参加しました。（１７年８月）
・石川県主催の「温新知故産業創出プロジェクト」
キックオフ記念講演会に参加しました。

　（１７年１０月）
・北陸ものづくり創生協議会主催の「第一回ビジ
ネスマッチングフェア」を視察しました。

　（１７年１１月）
・（財）金沢コンベンションビューロー主催の「観
光コンベンション塾」に参加しました。

　（１７年１２月、１８年１月、２月、３月）
・北陸ものづくり創生協議会主催の「ライフケア
産業振興セミナー」に参加しました。

　（１８年１月）
・「金沢都市圏におけるＩＴを活用した総合的な
交通システムに関する検討委員会」にオブザー
バー参加しました。（１８年２月、３月）

・加賀市等主催の「新生加賀市における観光交流
推進講演会」に参加しました。（１８年２月） 
・中部経済産業局主催の「企業ブランド戦略セミ
ナー」に参加しました。（１８年３月） 

・石川県主催の「元気フォーラム」に参加しまし
た。（１８年３月） 

・経済産業省等主催の「北陸地域知的財産戦略セ
ミナー」に参加しました。（１８年３月）

・石川県主催の「温新知故産業創出プロジェクト」
キックオフ記念講演会に参加しました。（１７年１０月）
・中部経済産業局等主催の「石川県産学連携コー
ディネート協議会」へオブザーバーとして参加し
ました。（１７年１１月）
・北陸ものづくり創生協議会主催の「第一回ビジネ
スマッチングフェア」を視察しました。（１７年１１月）
・（財）金沢コンベンションビューロー主催の「観光
コンベンション塾」に参加しました。
　（１７年１２月、１８年１月、２月、３月）
・北陸ものづくり創生協議会主催の「ライフケア産
業振興セミナー」に参加しました。（１８年１月）
・「金沢都市圏におけるＩＴを活用した総合的な交
通システムに関する検討委員会」にオブザーバー
参加しました。（１８年２月、３月）
・加賀市等主催の「新生加賀市における観光交流推
進講演会」に参加しました。（１８年２月）
・中部経済産業局主催の「企業ブランド戦略セミ
ナー」に参加しました。（１８年３月）
・石川県主催の「元気フォーラム」に参加しました。
　（１８年３月）
・経済産業省等主催の「北陸地域知的財産戦略セミ
ナー」に参加しました。（１８年３月）

・各種セミナー等で情報収集、情報交換、知識習
得等をしていますが、地域の活性化と再生に活
用できるよう継続していく必要があると思われ
ます。また、各種提携ローンのトレースも行っ
ていきます。

・金沢星稜大学専門ゼミナールを山中温泉に誘致・
コーディネートする予定です。

・中小企業基盤整備機構とセミナーや出張相談等
の業務連携について意見交換会を実施する予定
です。

・北陸経済の動向や地場産業・大学の成果事例等
の情報収集及び交流を目的として、北陸経済連
合会主催の北陸ＳＣＴサロンに参加する予定です。

進捗状況に対する分析・評価及び今後の課題１７年４月～１８年３月の進捗状況項　　　　目 １７年１０月～１８年３月の進捗状況
（３）地域再生推進のための各種施策

との連携等

１３
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